児童・生徒ボランティア活動普及事業　実施要綱
    １．目　的
　　　　　小・中・高等学校の児童・生徒を対象として、社会福祉への理解と関心を高め、社会奉仕、社会連帯の精神を養うと共に、福祉教育・学習の機会を提供し、体験や交流活動を通して福祉の心を育てることを目的とする。
　　
　　２．実施主体
　　　　　新居浜市社会福祉協議会
　　３．事業の実施方法
　　　　　社会福祉協議会は、新居浜市内の小・中・高等学校を児童・生徒ボランティア活動普及事業協力校（以下「福祉協力校」という）として指定する。
　　４．助成金
　　　　　社会福祉協議会からの活動助成金は、１校あたり年間２５，０００円を限度とする。
　　５．社会福祉協議会の役割
　　　（１）本事業の全体計画の策定及び総合調整
　　　（２）児童・生徒のボランティア活動の場の開拓、受け入れ促進及び連絡調整
　　　（３）関係資料の作成、情報の提供
　　　（４）事例発表会の開催等福祉協力校相互の交流
　　　（５）活動事例集の作成等、結果の取りまとめ
　　　（６）その他必要な事項
　　６．福祉協力校における活動
　　　　　福祉協力校においては、それぞれの地域の実情に合わせ、次の各号の例により社会福祉に関わる活動を行うものとする。
　　　（１）広報・啓発活動
　　　　　・講演会、展示会等の開催
　　　  　・体験作文、学校新聞等の作成、配布
（２）調査・研究活動
　　　　　・寝たきり高齢者調査、街づくり点検活動等
  　  （３）体験学習を目的とした実践活動
　　　　　・社会福祉施設等での訪問・交流活動
     　 　・社会福祉施設等での宿泊を伴う体験活動
     　 　・地域内の社会福祉機関・団体との交流活動
　　　　　・体育祭、文化祭等学校行事への招待・参加
　   　 　・地域社会への奉仕活動

　　　　　・清掃・環境美化活動
   　 （４）社会福祉関係行事への参加
   　   　・ボランティア講座、共同募金活動等
　　　（５）協力校相互間の交流
　　　（６）その他、目的達成のため必要な活動

　７．この要綱に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。

   　   附　　則
    　  平成４年４月１日から施行する。
　　　　平成１８年４月１日から施行する。
　　　　平成２４年４月１日から施行する。
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